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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 2 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
500 1
1,000 1

補助率
10/10

1,500 2

５．その他参考となる事項
（歳入）
対象経費 1,500,000円
補助額 子ども・子育て支援交付金

1,500,000円×10/10＝1,500,000円（国）

（歳出）
需用費 消耗品費 501,000円

　（内訳）利用者支援事業・地域子育て支援拠点事業・子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）：500,000円　　補助金端数調整：1,000円
委託料 社会福祉協議会 1,001,000円

　（内訳）放課後児童健全育成事業　　嬉野地区：500,000円　　塩田地区：500,000円　　補助金端数調整：1,000円

令和2年度 第4号 補正予算

令和1年度 令和2年度

その他
ふるさと応援寄附金

一般財源 2 計

事業費(単位:千円) 1,502 基準額：500,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 1,500

県支出金
市債

（新型コロナウイルスの感染拡大防止を図る事業）利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業、子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）及び放課後児
童健全育成事業を行う事業所（以下「事業所等」という。）において、新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、子ども用マスク、消毒液等の卸・販社からの一括購入
等や事業所等の消毒に必要となる用品を購入する。

【事業内容】新型コロナウイルス感染拡大を防止する観点から、子ども用マスク、消毒液や事業所等の消毒に必要となる用品を購入する。
【対象施設等】利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業、子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）及び放課後児童健全育成事業を行う事業所。
【補助基準額】500千円以内
【補助割合】子ども・子育て支援交付金　　国10/10

事業費(千円) 1,502 予算額(単位：千円)

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
新型コロナウイ
ルスの感染拡大
防止を図る事業

需用費 消耗品費（マスク、消毒液等　500,000円）

嬉野地区：500,000円　　塩田地区：500,000円

実施年度 平成29年度 平成30年度

委託料 社会福祉協議会（放課後児童健全育成事業）　1,000,000円

予算体系 3 民生費 2　児童福祉費 1　児童福祉総務費 事業名 新型コロナウイルスの感染拡大防止を図る事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ①妊娠・出産・子育て

○実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 子育て未来課 予算書ページ 12 新規
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 令和 2 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

10
10 25

1,111 2,594
補助率 61

2/3
1/2

1,131 2,680

５．その他参考となる事項

一般財源 3,121 計

本事業に関連する相談　全相談案件のうち42％程度見込み（前年度相談実績をもとに算出）
県補助金 ： ＳＮＳ相談、深夜電話相談 （2/3）　　　502千円　

ふるさと応援寄附金

その他

市債

事業費(単位:千円) 3,811 備品購入費 ＳＮＳ相談用タブレット１台

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 502

県支出金

実施年度 平成２９年 平成３０年 平成３１年 令和２年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

電話相談事業、
SNS相談事業、深
夜電話相談事業

需用費 広報用消耗品購入費

役務費　通信運搬費 ＳＮＳ相談事業（通信料）　3,498円×10か月≒35,000円

委託料 相談員人件費　10,585,731円×42％÷12×10か月≒3,705,000円

○

新型コロナウイルス感染症の影響により自殺リスクを抱えるものに対して、電話やＳＮＳ等を活用した相談事業を実施し、生きることの包括的支援を行うことにより自殺を未然に
防止する。

電話相談事業 ：電話相談窓口を設置し、経済、生活問題、労働問題、健康問題、家庭問題、孤立等、自殺の原因となる様々な要因に対し相談支援を実施する。
ＳＮＳ相談事業 ：若者が相談しやすい体制を構築するために、ＳＮＳを活用した相談支援を行う。
深夜電話相談事業 ：自殺を直前で回避できるよう、深夜帯における電話相談窓口を設置する。

事業費(千円) 3,811 予算額(単位：千円)

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 福祉課 予算書ページ 13 新規

予算体系 4 衛生費 1 保健衛生費 2 健康増進費 事業名 地域自殺対策強化事業(こころの相談事業)

総合計画による位置づけ 基本方針 ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ⑤健康・医療

令和2年度 第4号 補正予算

188

　　　 　 　　　電話等相談 （1/2）                         188千円     
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 令和 2 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

補助率 5,000
定額

5,000

５．その他参考となる事項

4号補正 5,000千円
単　　　価 10,000円/10a
対象面積 360ha 
中刈り見込み面積（今年度対象面積の30％） 360ha×0.3≒100ha
補助面積 50ha 〔１００ha×1/2〕

※ＪＡへの申請締め切りは5月末まで

補助金 10,000円/10a×5,000a＝5,000,000円
（うち4、500千円は「地方創生臨時交付金（新型コロナウイルス感染症対応）」

令和2年度 第4号 補正予算

新型コロナウイルス感染症により１月期から３月期にかけての催事等が中止となり、例年、下級茶の在庫が無い状態にあるが、本年度はどこの茶商も在庫が多くあり、２番茶の
購入が不調になると見込まれる。そこで、２番茶の生産調整と樹整回復を図るために、中刈を推進するものである。

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ４　茶業振興費 事業名 緊急経済対策事業(うれしの茶生産向上対策事業)

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

２番茶摘採を計画されていた茶農家について、１番茶後に中刈をされる茶園に対して１０a当たり１０，０００円（定額）の補助をする。
中刈に要する経費：　２０，０００円／１０a　×　１／２

事業主体　：　佐賀県農業協同組合

事業費(千円) 5,000 予算額(単位：千円)

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課 農業政策課 予算書ページ 14 新規 ○

実施年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
うれしの茶生産
向上対策事業

１８　負担金、補助及び交付金

【今年度追加補正】

事業費(単位:千円) 5,000 嬉野市緊急経済対策事業(うれしの茶生産向上対策事業)

財
源
内
訳

国庫支出金 4,500 10,000円/10a×5,000a＝5,000,000円

県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 500 計
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